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年間テーマ 砂の探究活動  子どもの言葉・姿 写真 

探求テーマ 砂遊び   

 「靴とカゴが同じきいろだよー！ 

これとこれとこれにするの！全部黄色！」 

(友達がたくさん持っている様子を見て、

手で持てる限りの黄色を集める) 

 

「ふふ、せんろ！」 

「長いのできるんだよ」 

(砂場の端から端までサンドローラーで跡

を付け、違う模様で再度なぞり直す) 

 

「せんせい見てて！パー！チョキ！グー！」 

(砂に手形をつけ、1つずつ見せる) 

「見て！私はこれなの！ 

これみたことある形なの」 

(友達を真似て違う手形で跡を付ける) 

 

「たからものつくる！」 

(型抜きの宝を埋めて隠した後、もう一度

自分で掘る) 

「もう少し！とれた！」 

(他児も真似て、隣で掘り始める) 

「あれ？みつけた！お山になってる！」 

(掘った砂で自然にできた山を喜ぶ) 

 

子どもの姿 

・戸外に出ると砂場へ走っていくことも多く、砂を

使ってごっこ遊びをよくしている。 

・雨上がりの水を含んだ砂では、団子を作ったり型

抜きをしたりして楽しんでいる。 

「問い」を考える 
・砂の感触の違いからどのような遊び方を見つけ

たり、反応を言葉にするか。 

活動をデザインする 
・砂のふかふかな感触を手や足で感じる。 

・玩具を使って砂の形を変えながら遊ぶ。 

環境をデザインする 
・砂を耕し、トンボでならしておく。 

・玩具の整頓をして、子どもが選びやすくする。 

小グループを構成する 
・砂の感触の違いに気づいたり、不思議そうに感じ

たりしながら遊び方を発見していく。 

振り返り 

手形や型抜き、サンドローラーで跡をつけて柔らか

い感触を楽しんでいたため、水を含んだ砂や泥でや

ってみるとどのような発見があるか見ていきたい。 

砂で料理を作っている子どもは上から砂を振りか

けていたり、ふるいで石を集めていたため、白砂な

どの色の違う砂を環境に入れるとまた新しい姿が

見られると考えた。 

 


